
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

斑
鳩
名
物
竜
田
揚
げ

―
― 

特
集

４	

７
月
は

	

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

	

強
調
月
間

５	

地
域
の
自
治
会
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

６	

ま
ち
の
話
題

８	

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
じ
ま
り
ま
す

９	

協
働	

～
住
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
～

10	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

12	

ま
ち
の
情
報

18	

ほ
け
ん
だ
よ
り

20	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

７
No. 598

いかるが

いろいろな種類の
『斑鳩名物竜田揚げ』が

　食べられるよ！！
～みんな知ってたかな？

　さぁ、食べにいこう！！～

「初代斑鳩町キャンペーンレディ
　　　　　も竜田揚げが大好き！！」

「紅葉の名所　竜田川」

「竜田揚げは鶏肉だけじゃないよ」
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斑
鳩
名
物　
竜
田
揚
げ

　
「
竜
田
揚
げ
」
の
「
竜
田
」
は
、
斑
鳩

町
を
流
れ
る
「
竜
田
川
」
の
こ
と
っ
て
ご

存
知
で
し
た
か
？

　

魚
や
肉
を
醤
油
、
み
り
ん
、
生
姜
な
ど

に
漬
け
込
み
臭
み
を
と
り
、
片
栗
粉
を
ま

ぶ
し
て
揚
げ
た
唐
揚
げ
を
「
竜
田
揚
げ
」

と
呼
び
ま
す
。
揚
げ
た
時
に
醤
油
の
色
が

赤
く
な
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
片
栗
粉
が

白
く
浮
か
ぶ
よ
う
す
が
紅
葉
が
流
れ
る
竜

田
川
に
見
立
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

竜
田
揚
げ
上
げ
←
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

竜
田
揚
げ
を
斑
鳩
名
物
と
し
て
、
斑
鳩

町
か
ら
発
信
す
る
こ
と
で
、「
斑
鳩
町
を

さ
ら
に
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
！
」「
地
元

の
人
た
ち
に
も
っ
と
斑
鳩
町
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
一
般
社
団
法
人
未
来
づ
く
り
斑

鳩
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〈
主
な
３
つ
の
活
動
〉

１�

．
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
屋
台
販
売
を

通
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

２�

．
町
内
の
飲
食
店
で
竜
田
揚
げ
が
食
べ

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

３�

．
竜
田
揚
げ
を
お
土
産
や
ギ
フ
ト
に
商

品
開
発

紅
葉
の
名
所
「
竜
田
川
」

　

竜
田
揚
げ
の
由
来
で
あ
る
「
竜
田
川
」

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
な
じ

み
の
あ
る
川
で
す
ね
。
秋
に
は
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、紅
葉
狩
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
下
旬
に
は
、
県
立
竜

田
公
園
の
遊
歩
道
で
、「
竜
田
川
紅
葉
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

斑鳩名物竜田揚げ３つの定義
１�

．
提
供
す
る
際
の
商
品

名
を
「
斑
鳩
名
物
竜
田

揚
げ
」
と
す
る

２�

．
提
供
す
る
際
、
竜
田

揚
げ
に
は
本
物
の
紅
葉

の
葉
を
添
え
る

３�

．
提
供
す
る
際
、「
竜
田

揚
げ
」
の
名
前
の
由
来

を
お
客
様
に
対
し
、
ご

案
内
す
る

以上の条件を満たしたものが
「斑鳩名物竜田揚げ」として提供されます
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メ
デ
ィ
ア
に
も
多
数
出
演
!!

　

今
日
ま
で
、
商
談
会
な
ど
に
お
い
て
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

や
旅
行
会
社
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
続
け
た

結
果
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
が
た
び
た
び

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　
「
斑
鳩
市
」
や
「
斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
」

な
ど
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
町

外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
斑
鳩
町
と
交
流
の
あ

る
神
奈
川
県
小
田
原
市
や
愛
媛
県
松
山
市

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、「
斑
鳩
名
物

竜
田
揚
げ
」
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
斑
鳩
町
商
工
会

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
）

「竜田揚げ食べ歩きマップ」を作成！
　町内の１３店舗（平成27年２月現在）
で竜田揚げを食べることができます。丼
やプレート、カレーに添えたものなど、
バラエティに富んだ種類で提供していま
す。店舗の詳細は「竜田揚げ食べ歩きマッ
プ」をご覧ください！
配布場所：役場観光産業課、斑鳩町
商工会、斑鳩町観光協会、各店舗
など

▲�えひめまつやま産業まつり
で大行列
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　毎年７月は「社会を明るくする運動」の強調月間となっています。
　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において、力を合わせ犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的
な運動です。
　この機会に、犯罪のない明るい社会を築くために、どのようなことができるかを、一人ひと
りが考え、ご支援くださいますようお願いします。

犯罪や非行を防止し、立ち直りをさせる地域のチカラ
　私たちの身のまわりでもいろいろな犯罪が発生し、増加しています。犯罪
のない安心してくらせる社会を築いていくためには、犯罪を取り締まるだけ
でなく、一度罪を犯してしまった人たちが二度と過ちを犯さないよう更生を
支援すること、また、犯罪が起こらない社会にしていくことが重要です。保
護司は、犯罪や非行を生まない地域づくりのため、これらに努力しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生駒南地区保護司会

更生保護：立ち直りを支えるしくみ
罪を犯した人たちの立ち直りを助け、

再び犯罪や非行に陥るのを防ぐしくみを更生保護といいます。
更生保護は地域に住む多くの人たちに支えられすすめられています。

更生保護ボランティア
としての直接的な支援 地域の人たちの理解と協力

保護司としての支援
“ 社会を明るくする運動 ”

に参加する

刑務所や少年院、職業訓練
などで作ったものを購入する

更生保護ボランティアを
支援する

罪を犯した人の立ち直りを
見守り、存在を受け入れる

　保護司は、刑務所や
少年院から出て「保護
観察」を受けることに
なった人などを指導し、
相談にのったり、さま
ざまな支援を行う民間
のボランティアです。

協力雇用主や更
生保護施設の職
員として支援

更生保護女性会
員などとして支
援

７月は“社会を明るくする運動”強調月間

地域社会に
復帰

立ち直りへ

住居が
必要

仕事が
必要

地域との
絆が必要
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総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

自
治
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
、

話
し
合
い
、協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
活
動
な
ど
を
通

じ
て
隣
近
所
と
交
流
す
る
機
会
を
持
ち
、

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
人
間
関
係
を
つ
く

り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
住
み
よ
い
ま
ち

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
治
会
活
動
の
主
な
例

　

地
域
の
清
掃
活
動
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
管
理
、
高
齢
者
や
独
居
老
人
な
ど
の

見
守
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
災
訓
練
、

防
犯
灯
や
消
防
施
設
（
ホ
ー
ス
、格
納
箱
）

な
ど
の
設
置
・
維
持
管
理
な
ど

※�

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
直
接
地
域

の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
平
成
27
年
度
自
治
会
連
合
会

　
役
員
の
紹
介

　

自
治
会
連
合
会
は
、
地
域
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
自
治
会
相
互
の
連
携

な
ど
を
は
か
り
、
懇
談
会
や
研
修
会
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
連
合
会
の
平
成
27
年
度
役
員

は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

会　
　
長　
東
川　

義
則
さ
ん

　
（
峨
瀬
第
１
）

副
会
長　
平
山　

義
雄
さ
ん（
東　

里
）

会　
　
計　
福
井　

正
次
さ
ん（
西
興
留
）

書　
　
記　
福
瀬　
　

敏
さ
ん（
南
服
部
）

会
計
監
査　
片
岡　
　

裕
さ
ん（
昭
和
町
）

　

〃　
　

胡
内　

雅
文
さ
ん（
三　

町
）

評
議
員　
二
ノ
丸　

肇
さ
ん（
長
田
町
）

　

〃　
　

福
貴
田
建
亜
さ
ん（
橋
西
北
）

　

〃　
　

飯
髙　

昭
二
さ
ん（
目　

安
）

　

〃　
　

岡
田　

善
雄
さ
ん（
並
松
中
）

　

〃　
　

植
田　

琢
也
さ
ん（
高
安
睦
）

　

〃　
　

奥
田　

善
昭
さ
ん（
駅
前
北
）

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
）

　

夏
季
の
節
電
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
本
庁
舎
お
よ
び
水
道
庁
舎
を
閉
庁

し
ま
す
。
た
だ
し
、
転
入
・
転
出
届
の
受

付
、
各
種
証
明
業
務
は
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
取
り
組
み
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
夏
季
に
お
け

る
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実 

施
日　

７
月
27
日（
月
）、
８
月
17
日

（
月
）、
24
日
（
月
）

対 

象
施
設　
斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
、
水
道

庁
舎

通
常
業
務
を
行
う
施
設

　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
、
東
・
西
老
人

憩
の
家
、
た
つ
た
・
あ
わ
保
育
園
、
衛
生

処
理
場
・
最
終
処
分
場
、
す
こ
や
か
斑
鳩

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
、
中

央
・
東
・
西
公
民
館
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
・

町
立
図
書
館
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー

※�

ご
み
収
集
、
火
葬
業
務
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

役
場
本
庁
舎
・
水
道
庁
舎
一
斉
閉
庁
に

あ
わ
せ
、
閉
庁
実
施
日
の
３
日
間
、
町
民

プ
ー
ル
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

※�

入
場
料
（
通
常
大
人
３
５
０
円
、
小
人

１
０
０
円
）
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

付
属
設
備
使
用
料
（
ロ
ッ
カ
ー
代
：
１

個
10
円
）
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

７
月
27
日（
月
）

８
月
17
日（
月
）

　
　
24
日（
月
）

斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
・

水
道
庁
舎
を
閉
庁
し
ま
す

町
民
プ
ー
ル
を

無
料
開
放
し
ま
す

斑
鳩
町
は
、
地
域
の
自
治
会

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

～ 
自
治
会
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う 

～
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どもたちのために　より一層充実した教育を
～ 第１回斑鳩町総合教育会議 ～

　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部を改正する法律」が本年４月１日から施行され、
地方公共団体の長と教育委員会が十分な意思疎通を
行い、地域教育の課題やあるべき姿を共有し、より
一層民意を反映した教育行政の推進をはかることを
目的に、第１回斑鳩町総合教育会議が開催されまし
た。
　開催にあたって、小城町長は、「子どもたちのた
めに、さまざまな施策をすすめていく一つの大きな
きっかけ、第一歩となることを心から期待していま
す。」と話されました。今回は「教育に関する大綱
について」
など、５つ
の議題につ
いて協議し、
活発な意見
交換が行わ
れました。

子

5 / 2 8 ・斑鳩町役場

マとのふれあいダンスに　心地よい赤ちゃん
～ 子育て支援講座　ベビーダンス ～
6 / 4 ・生き生きプラザ斑鳩

　音楽にあわせた簡単なステップで運動不足やス
トレスが解消でき、赤ちゃんとのスキンシップも
はかれるベビーダンスの講座が開催されました。
　毎回人気のこの講座ですが、今回も多くの子育
て中のママと赤ちゃんが参加しました。
　まずは座りながら赤ちゃんの自己紹介や簡単な
ストレッチからはじまり、緊張感がほぐれたとこ
ろで、歌とステップを組み合わせての軽快ダンス。
抱っこされている赤ちゃんは心地よい揺れに気持
ちよくなったのか、すやすや眠っている子もたく
さんいました。
　また、休憩中にはママ同士の交流も生まれ、み
んなの笑顔とふれあいあふれる講座となりまし
た。

マ

　ごみゼロの日でもある５月３０日、毎年恒例
のいかるがの里クリーンキャンペーンが行わ
れ、約3,400人が清掃活動に参加し、830㎏の
ごみが集められました。
　同日開催された「ごみ減量フェア」では、ご
みを燃やさない、うめ立てないまちをめざす斑
鳩町の取り組みを楽しく学ぶクイズラリーやリ
サイクル業者によるゲームコーナー、くりかえ
し使ってくれてありがとうき（陶器）市、小型
家電や雑がみの回収などが行われ、子どもから
大人まで多くの人でにぎわいました。
　また、今回初めて開催された「おもちゃの病
院」には、たくさんの親子連れが訪れ、壊れた
おもちゃに、おもちゃドクターが命を吹き込む
ようすを間近に見て、物を大切に使う「もった
いない」の心を親子で感じ合える良い機会とな
りました。

み んな笑顔で　きれいなまちに
～ いかるがの里クリーンキャンペーン・ごみ減量フェア ～
5/30・清掃活動（町内各所）、ごみ減量フェア（役場東側駐車場）

▼�完熟堆肥「斑鳩の環」
で育てた水菜を受けと
るごみ拾いの参加者

▲クイズラリーなどで楽しく
　エコについて学びました

▲みんなでごみ拾い

▲にぎわう各コーナー

▼おもちゃ病院を訪れる親子

▼軽快なステップでダンス！

▲みんなで楽しくポーズ！
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ゴちゃんが応援に駆けつけました！
～ 鉄道フェスタ in ならファミリー ～

5 / 1 7 ・ならファミリー

分を控えた　健康な食事で　長生きを
～ 食育講演会「長寿をめざした減塩生活」～

6 / 4 ・生き生きプラザ斑鳩

　「リニアを奈良市に招こう！」をスローガンに、
「鉄道フェスタ in ならファミリー」が開催され、
斑鳩町も参加しました。
　奈良を感じる鉄道写真コンテスト、鉄道写真家
の広田尚敬さんと、鉄道好きで知られるタレント
の斉藤雪乃さんを交え、仲川奈良市長とのトーク
ショー、そして奈良市リニアファン倶楽部部長に
就任した奈良市出身モデル・歌手の三戸なつめさ
んのミニライブなど、たくさんのイベントで大盛
り上がりでした。
　また、ご当地キャラ大集合では、パゴちゃんも
応援に駆けつけ、多くの人と触れ合いました。

　バランスのよい健康な食事が、長寿につながる
として、特に食塩（減塩）に着目した食育講演会
が開催されました。
　講師の畿央大学 健康科学部 健康栄養学科 教授 
浅野恭代氏が、健康な食事とは何かについて食事
バランスマークなどを用いて説明された後、食塩
の働きや減塩食のポイントなどをグラフや図で示
しながら、わかりやすく説明されました。
　最後に、コップに入った食塩水の塩味を濃い順
に並べる味覚テストを行い、参加者のみなさんは
自分の味覚を確認されていました。

パ

塩

期発見が治療の鍵　みんな受けようがん検診
～ 健康づくり講演会　「がんのはなし

　あれこれ　がん検診を受けよう！」～

当地キャラパワーで　大盛り上がり！
～ たいし聖徳市＆ご当地キャラ大集合2015 ～

　いつまでも元気で生き生きと暮らせるように「が
んのはなし　あれこれ　がん検診を受けよう！」と
題して、講演会が開催されました。
　講師の奈良県健康づくりセンター所長 大石元氏
は、がんについての正しい知識を普及するため、ボ
ランティアで県内各所を講演に回られており、今回、
当町において、がん検診を受けることの重要性につ
いて、お話をいただきました。
　講演の中で、がん検診を受ける人が少ない現状や
受診率向上のためには何が必要かを話され、参加者
のみなさんも納得の表情を浮かべていました。
　参加された人は「なぜ
がん検診を受ける必要が
あるのかがよくわかりま
した。」と話され、がん
検診の重要性を認識され
たようでした。

　聖徳太子ゆかりの地として斑鳩町と友好都市であ
る大阪府太子町で開催され、初代斑鳩町キャンペー
ンレディとパゴちゃんも参加しました。
　物産展のほか、今回のイベントの目玉である「ご
当地キャラ大集合」では、たくさんのご当地キャラ
が参加し、熊本県のご当地キャラとして有名なくま
モンも登場し、会場は大きな歓声に包まれ、賑やか
な１日となりました。
　会場内では、初代斑鳩町キャンペーンレディとパ
ゴちゃんが斑鳩の物産品
をおおいに PR してきま
した。

早

ご

5 / 2 2 ・生き生きプラザ斑鳩

5 / 1 7 ・大阪府太子町（太子・和みの広場）

▼ご当地キャラが大集合▼講演のようす

▲�パゴちゃんが斑鳩町を
PR！

▲�味覚テストのようす

▼�パゴちゃんも応援に！！

▲�奈良市出身の三戸なつめ
さんのミニライブ！
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奈
良
県
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
２
�
２
３
８
０
）

　
　
　
　
　
　
　

※
平
日
10
時
～
17
時

　

県
内
の
参
加
店
舗
で
利
用
い
た
だ
け
る
プ
レ

ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
の
予
約
申
込
を
開
始

し
ま
す
。

販
売
価
格　
１
冊
１
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
，
０
０
０
円
分
）

販
売
冊
数　
36
万
冊

購
入
限
度
冊
数　
１
人
５
冊
ま
で

予
約
期
間　
７
月
１
日（
水
）～
25
日（
土
）

利
用
期
間　
９
月
１
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
２
月
７
日（
日
）

申 

込
方
法　
Ｗ
ｅ
ｂ
ま
た
は
郵
便
ハ
ガ
キ
に
よ

る
申
込
。

※
応
募
は
１
人
１
通
限
り

引
換
期
間　
９
月
１
日（
火
）～
13
日（
日
）

利 

用
で
き
る
店
舗（
予
定
）　

県
内
の
商
店
街
、

ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
、
家
電
量
販
店
、
飲
食

店
、
ホ
テ
ル
な
ど
。

※�

詳
し
く
は
、左
記
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://www.p-shouhinken.com
/nara/

※�

南
部
・
東
部
地
域
限
定
で
利
用
可
能
な
25
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
も
併
せ
て
発
行
し

ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
８
月
１
日
か
ら
店
頭
販

売
し
ま
す
。
対
象
地
域
・
販
売
店
舗
な
ど
の

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
予
約
申
込
を
開
始
し
ま
す

平成２７年１０月から、
みなさんの住民票の住所に、マイナンバーの通知をお届けします。
通知を確実にお受け取りいただくため、今のお住まいと、住民票の住所が異なる人は、
お住まいの市町村に、住民票の異動をお願いします。

マイナンバー（社会保障・税番号）とは
　国民一人ひとりが持つ１２桁の個人番号のことです。マイナンバーは、社
会保障・税・災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在す
る個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用されます。

マイナンバーの活用
　市町村・都道府県・健康保険組合・日本年金機構・ハローワーク・独立行政法人などの各機関
が分散管理する個人情報をつなぎ、情報連携によるさまざまなメリットをもたらします。

問合せ先　マイナンバー制度全般にかかわること…企画財政課（☎内線253）
　　　　　マイナンバー通知にかかわること　　…住　民　課（☎内線161）

　　※�配偶者からの暴力（ＤＶ）などを理由に、住民票を移さずに現在の市町村にお住まいの人は、
通知先を変更することができますので、現在お住まいの市町村にご相談ください。

利便性の向上
　年金や福祉などの
申請で、書類の添付
が減ります。面倒な
手続きが簡単にな
り、国民の負担が軽
減されます。

行政の効率化
　行政手続が、正確で早くな
ります。複数の業務の間で連
携がすすみ、作業の重複など
の無駄が削減されます。
　災害時の行政支援にマイナ
ンバーが活用されます。

公平・公正な社会の実現
　所得や他の行政サービスの受給状
況を把握しやすくなるため、負担を
不当に免れることや給付を不当に受
けることを防止するとともに、本当
に困っている人にきめ細やかな支援
を行うことができます。

❶
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子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　
「
ゆ
り
か
ご
」

Q 

主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
の
「
つ

ど
い
の
広
場
」
を
拠
点
に
、登
録
者
78
人
、

活
動
者
42
人
で
子
育
て
支
援
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
つ
ど
い
の
広
場
」
で

の
見
守
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
の
検
診

や
図
書
館
事
業
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
絵

本
講
座
で
の
託
児
の
ほ
か
、
幼
稚
園
・
小

学
校
の
参
観
、
懇
談
時
に
は
幼
い
き
ょ
う

だ
い
た
ち
の
託
児
も
行
っ
て
い
ま
す
。
個

人
依
頼
の
託
児
も
行
っ
て
お
り
、
学
校
に

登
校
す
る
ま
で
の
短
い
時
間
の
託
児
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Q 

活
動
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

斑
鳩
町
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座

を
受
講
さ
れ
た
修
了
生
の
み
な
さ
ん
で
、

斑
鳩
町
を
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る

た
め
に
は
何
か
協
力
で
き
な
い
か
、
今
の

お
母
さ
ん
は
何
を
希
望
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
、導
き
出
し
た
答
え
が
「
託
児
」
だ
っ

た
の
で
す
。

Q 

日
ご
ろ
活
動
を
さ
れ
て
い
く
中
で
の
理
念

や
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か

　

核
家
族
化
が
す
す
む
な
か
で
、
ひ
と
り

で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
を
家
族
の
よ
う
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
が
抱
え
る
問
題

や
悩
み
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
に
と

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
切
な
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か

り
す
る
の
で
、
つ
ど
い
の
広
場
で
は
、
数

人
で
見
守
り
、
個
人
託
児
に
は
常
に
２
人

体
制
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
不

安
を
取
り
除

き
、
少
し
で

も
安
心
し
て

子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に

お
手
伝
い
す

る
こ
と
、
奉

仕
の
精
神
を

理
念
と
し
て

い
ま
す
。

Q 

今
後
の
活
動
の
目
標
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
お
母
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
斑
鳩
町

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
さ

ら
に
充
実
す
る
に
は
も
っ
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
養
成

講
座
」
が
開
講
さ
れ
る
予
定
で
す
。
子
ど

も
さ
ん
が
好
き
な
人
、
子
育
て
か
ら
手
が

離
れ
た
人
な
ど
、
参
加
に
興
味
が
あ
る
人

は
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
私
た
ち
と
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

協
働
の
魅
力
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か

　

こ
の
支
援
活
動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、

活
動
に
必
要
な
知
識
や
行
動
を
体
得
で
き

る
機
会
を
斑
鳩
町
が
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
方
々

と
ふ
れ
あ
え
、
他
の
団
体
と
共
同
で
活
動

す
る
過
程
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、

顔
な
じ
み
と
な
り
安
心
し
て
利
用
し
て
い

だ
た
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q 

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
活
動

で
す
。
何

よ
り
子
ど

も
た
ち
か

ら
力
を
も

ら
え
ま
す

の
で
、
元

気
な
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク

を
一
緒
に

過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

取
材
を
終
え
て

　

子
育
て
を
経
験
し
た
私
た
ち
も
、
み
な
さ

ん
の
お
話
を
さ
れ
て
い
る
と
き
の
生
き
生
き

と
し
た
笑
顔
、「
ゆ
り
か
ご
」
の
み
な
さ
ん
の

魅
力
を
知
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

（
担
当
：
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
メ
ン
バ
ー

記
事
・
取
材　

亀
井
元
美
、
佐
伯
由
美
）

協働 ～ 住民活動団体の取り組み紹介～
　協働に対する理解促進をはかることを目的に、現在、協
働事業に取り組まれている住民活動団体や事業者の紹介を
しています。
　広報の取材や記事の作成は住民有志のメンバーと町職員
が協働で行っています。
　今回は子育てサポートクラブ「ゆりかご」のメンバーさ
んからお話を伺いました。

　問合せ　総務課（☎内線２７３）



4 3 2 1

斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

「こども考古学教室」と「斑鳩考古学講座」
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今
月
号
で
は
、
歴
史
を
学
ぶ
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
、好
評
を
得
て
お
り
ま
す「
こ

ど
も
考
古
学
教
室
」
と
「
斑
鳩
考

古
学
講
座
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

こ
ど
も
考
古
学
教
室

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
町
内
在
住
の
小
学

４
～
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
こ
ど
も
考

古
学
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
「
こ
ど
も
勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り
教
室
」「
こ

ど
も
鏡
づ
く
り
教
室
」「
こ
ど
も
１
日
学

芸
員
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り
教
室
」「
こ
ど
も

鏡
づ
く
り
教
室
」
で
は
、
古
代
の
人
々
が

装
身
具
や
お
ま
つ
り
の
道
具
と
し
て
用
い

た
勾
玉
や
、
古
代
の
権
力
者
が
好
ん
で
手

に
入
れ
た
鏡
を
模
擬
的
に
つ
く
り
ま
す
。

勾
玉
や
鏡
づ
く
り
を
通
し
て
、
歴
史
や
考

古
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
１
日
学
芸
員
体
験
」
で
は
、

展
示
や
調
査
・
研
究
な
ど
、
学
芸
員
の
仕

事
の
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
学
芸
員
が
日
常
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
施

設
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

斑
鳩
考
古
学
講
座

　
「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」
が
小
学
生
を

対
象
と
し
た
講
座
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
は
中
学
生
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
こ
ち
ら
は

平
成
24
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
「
勾
玉
づ
く
り
講
座
」「
出
土
遺

物
整
理
作
業
体
験
」「
文
化
財
め
ぐ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
勾
玉
づ
く
り
講
座
」
で
は
、「
こ
ど
も

考
古
学
教
室
」
の
「
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り

教
室
」
と
同
じ
く
、
勾
玉
づ
く
り
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
出
土
遺
物
整
理
作
業
体
験
」
で
は
、

斑
鳩
町
内
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物

を
洗
っ
た
り
、分
類
し
た
り
、拓
本
を
取
っ

た
り
な
ど
の
整
理
作
業
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
遺
物
が
ど
の
よ
う
な
方

法
で
整
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
考
古
学
が

ど
う
い
う
学
問
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
「
文
化
財
め
ぐ
り
」
で
は
、
斑
鳩
町
内

に
所
在
す
る
文
化
財
を
訪
ね
ま
す
。
今
な

お
続
く
歴
史
の
流
れ
に
思
い
を
馳
せ
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

古
代
の
技
術
を
学
ん
だ
り
、
身
近
に
あ

る
文
化
財
を
見
学
し
た
り
、
学
芸
員
の
仕

事
を
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

考
古
学
や
郷
土
の
歴
史
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲平成26年度実施の「こども１日学芸員体験」



　家で毎日生ごみを処理できた
ら、ごみ袋を買わなくていいし、
ごみを出しにいく必要もない
よ。

環境対策課
（☎内線133）

生ごみは「ごみ」じゃない
～ 生ごみは家で処理するのがお得！～
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～�生ごみ処理容器購入奨励金制度を使って
生ごみダイエットに挑戦しよう�～

５月の生ごみたい肥化量26,817㎏
可燃ごみの11.4％をたい肥化できました　※モデル世帯数4,570世帯（５月末）

毎月10日と20日は陶器回収の日〈７月の陶器等回収日〉
　７月１０日（金）・７月２１日（火）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、７月11日（土）、７月26日（日）も受け付けします。

平
成
27
年
度　
第
９
期
「
犯
罪
被
害

者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
奈
良
市
東
向
中
町
６
番

地�

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
経
済
会
館
４
階
）

　
（
☎
０
７
４
２
㉖
６
９
３
５
）

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

人
や
、
ご
遺
族
か
ら
の
電
話
相
談
や
生
活
支

援
、
警
察
・
病
院
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
直

接
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
７
月
31
日（
金
）ま
で

募
集
人
数　
20
人
程
度

応 

募
資
格　
・
奈
良
県
在
住
の
成
人
（
70
歳

未
満
の
人
）　

・
性
別
、
職
業
、
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
。　

・
犯
罪
被
害
者
な
ど
の

支
援
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
人

※�

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
月
～
金
曜

日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

祝
日
除
く
）

奈
良
県
警
察
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
の
開
設
に
つ
い
て

　
　
　

奈
良
県
警
察　

西
和
警
察
署

（
☎
０
７
４
５
�
０
１
１
０
）

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
奈
良
県
警
察
の
取
り

組
み
、
イ
ベ
ン
ト
、
職
員
採
用
な
ど
の
お
知

ら
せ
し
た
い
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
本
年

５
月
11
日
か
ら
奈
良
県
警
察Facebook

ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w
.facebook.com

/
naraprefpolice

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　生ごみ処理容器を購入すると、町
から奨励金が出るのをご存知です
か？
　生ごみ処理容器は、生ごみを微生
物などで分解し、質のよい肥料にす
るもので、家庭菜園やガーデニング
をしている人はもちろん、肥料に
なってもその処理に困るという人に
は、生ごみが消えてなくなるという
消滅型の処理容器もあります。
　自分にあった生
ごみの処理方法を
みつけて、ぜひ、
生ごみの減量に
チャレンジしてく
ださい！

※�奨励金を交付した翌年から起算して、５年を経過すると再交付で
きます。

※�奨励金の交付には、指定の申請書と購入証明が必要です。購入前
に事前に環境対策課へお問い合わせください。

パゴちゃんからのお願い

種　類 奨励金の
対象数 奨励金の額

生ごみ
処理機

（電気式・
手動式）

生ごみを微生物により分解また
は電気により水分を蒸発させ
て、たい肥にかえる電化製品。
値段は２～８万円くらい。

1世帯
1台のみ

購入金額（消費
税抜き）の2/3
限度額：
１台当り４万円

生ごみ
処理
容器

電気を使用せず、生ごみを発酵
や分解などの方法によりたい肥
にするコンポスト。（ダンボー
ル型コンポストを含みます。）
値段は３～８千円くらい。

1世帯
2台まで

購入金額（消費
税抜き）の2/3
限度額：
１台当り６千円

ＥＭ
ボカシ
処理容器

生ごみの上にＥＭボカシをふり
かけ、容器内で発酵させて、た
い肥にします。
値段は２～４千円くらい。

1世帯
2台まで

購入金額（消費
税抜き）の2/3
限度額：
１台当り４千円

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

５月

４月

３月

平成27年度

平成26年度

平成26年度

平成25年度

平成27年度

平成26年度



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上水道課
� ☎0745-74-1401
下水道課
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」

参
加
者
募
集

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
日
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

勾
玉
づ
く
り
講
座

　

簡
単
に
楽
し
く
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
勾
玉
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時　
７
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対 

象　
町
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の

人
定 

員　
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参 

加
費　

材
料
費
２
０
０
円
・
保
険
料

（
１
０
０
円
程
度
）（
※
当
日
徴
収
）

募 

集
期
間　
７
月
６
日（
月
）～
21
日（
火
）

（
水
曜
日
休
館
）

申 

込
・
問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
ｆ
ａ
ｘ
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

�

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
住
民
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

　

教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
と

関
心
を
お
持
ち
の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

�

学
校
の
求
め
と
地
域
の
力
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
学
校
支
援
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
事
例

・
図
書
や
校
庭
な
ど
の
整
備

・
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
の
運
営
補
助

・
体
育
な
ど
の
授
業
補
助

・�

総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
体
験
活

動
の
指
導
者　
　

な
ど

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 14日㈫、21日㈫、28日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
23日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

2日㈭、9日㈭、16日㈭、30日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 8日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 7日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
10日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3024日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 18日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

７月の相談
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平成27年７月から　新しく法隆寺幼稚園で
「出張つどいの広場」がはじまります !

問合せ　福祉課（内線☎１２５）

　子どもを安全な場所で遊ばせたい。お友達がほし
い。気軽に悩みをきいてほしい。そんな場所をお探
しの保護者とお子さんが気軽につどい、交流をはか
り、育児相談などが行える場として開設している広
場のことです。

場　　所　生き生きプラザ斑鳩１階　子育てルーム
利 用 料　無料
開設日時　月～金曜日および第４土曜日
　　　　　午前９時～正午・午後１時～４時
　（�※国民の祝日に関する法律に規定する休日およ
び12月29日から翌年１月３日までは除く）

対象児童　０～３歳のお子さん
　　　　　（※町内に住所のある人）

～ つどいの広場とは ～

つどいの広場は、生き生きプラザ
斑鳩でも通常通り開設しています。

　生き生きプラザ斑鳩で実施している「つどいの広場」
を、新しく法隆寺幼稚園でも開設し、親子の交流の輪
をさらに広げていきます。

場　所　法隆寺幼稚園　２階ホール
　　　　（法隆寺２丁目９‒35　☎0745－74－2091）
利用料　無料（※事前申込不要）
開設日時　第２・４火曜日　午前10時～午後２時
　�（※国民の祝日に関する法律に規定する休日は除く）
対象児童　０～３歳のお子さん
　　　　　（※町内に住所のある人）

【お願い】
・必ず保護者同伴で利用してください。
・�安全に気をつけ、各自の責任で利用して
ください。
・�飲食はできません（ミル
ク・お茶などはかまいま
せん）。
・�ごみ（使用済みのおむつ
など）は、各自持ち帰っ
てください。

法隆寺
幼稚園

法隆寺郵便局

飲食店飲食店

国道25号

県道大和高田斑鳩線法隆寺
バス停
法隆寺
バス停
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「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」

参
加
者
募
集

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
日
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

①
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り
教
室

　

古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
あ
る
「
勾ま
が

玉た
ま
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
7
月
26
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
（
予
定
）

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対 

象　
町
在
住
の
小
学
4
～
6
年
生
と
そ

の
保
護
者

定 

員　
15
組
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

参 

加
費　

材
料
費
２
０
０
円
・
保
険
料

（
１
０
０
円
程
度
）（
※
当
日
徴
収
）

②
こ
ど
も
鏡
づ
く
り
教
室

　

古
代
の
権
力
者
が

好
ん
だ
「
銅
鏡
」
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
8
月
1
日（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
（
予
定
）

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対 

象　
町
在
住
の
小
学
4
～
6
年
生
と
そ

の
保
護
者

定 

員　
10
組
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

遊
具
で
の
や
け
ど
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
６
）

　

夏
場
は
公
園
内
の
遊
具
が
大
変
熱
く
な

り
ま
す
。
や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
に
、
遊

具
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

参 

加
費　

材
料
費
６
０
０
円
・
保
険
料

（
１
０
０
円
程
度
）（
※
当
日
徴
収
）

③
こ
ど
も
１
日
学
芸
員
体
験

　

藤
ノ
木
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
斑
鳩
の

歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
、「
学
芸
員
」
の
仕
事
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
21
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
小
学
4
～
6
年
生�

定 

員　
４
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参 
加
費　
保
険
料
（
２
５
０
円
程
度
）（
※

当
日
徴
収
）

募 

集
期
間　
①
、
②
、
③
と
も
７
月
６
日

（
月
）～
21
日（
火
）（
水
曜
日
休
館
）

申 

込
・
問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
ｆ
ａ
ｘ
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
18
回
斑
鳩
の
里

　
　
子
ど
も
夏
ま
つ
り

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
７
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
４
時
～
７
時　

雨
天
決
行

場
所　
中
央
公
民
館

内 

容　

模
擬
店
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
、

な
つ
か
し
い
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん

主 

催　
斑
鳩
の
里
子
ど
も
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会

※�

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ご
み
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

平
成
27
年
度
速
報
展

「
斑
鳩
の
文
化
財
展　

　
― 

平
成
26
年
度
実
施
の

調
査
成
果
展 

―
」

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
曜
日
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

斑
鳩
町
が
行
っ
た
発
掘
調
査
や
、
奈
良

大
学
と
共
同
で
実
施
し
た
寺
山
古
墳
群
の

測
量
調
査
や
斑
鳩
大
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

な
ど
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
文
化
財

の
調
査
や
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
７
月
23
日（
木
）～

　
　
　
　

８
月
11
日（
火
）（
水
曜
日
休
館
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

開
催
場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

情
報
コ
ー
ナ
ー

観
覧
料　
無
料

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

動
・�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　

�〈
青
少
年
の
非
行
行
為
な
ど
の
情
報
提

供
は
、
役
場
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線

２
３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
〉

・�

青
少
年
悩
み
ご
と
教
育
相
談
（
毎
週
火

曜
・
金
曜
・
土
曜
日　

中
央
公
民
館
内
）

　
〈
要
事
前
申
込

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）〉

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

● 

催　
し 

●
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結
婚
50
年
（
金
婚
式
）
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
に
敬
意
を
表
し
、
９
月
12
日

（
土
）に
開
催
す
る
「
敬
老
会
」
で
記
念
品

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
該

当
さ
れ
る
人
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
福
祉

課
へ
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

象　
斑
鳩
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
40

年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

持
物

　

本
籍
地
が
町
内
の
人
…
印
鑑

　

�

本
籍
地
が
町
外
の
人
…
戸
籍
抄
本
ま
た

は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
婚
姻
日
が
確

認
で
き
る
書
類
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
（
全
部
ま
た

は
一
部
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
申

請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得
な

ど
に
よ
り
免
除
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
は
、
本
人
・
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
免
除
・
猶
予
申
請
の
受

付
は
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平
成
28
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
６
月
分
ま
で
承
認
を
受
け
て
い

る
人
が
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
継
続
審
査
に
該
当
し
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
）

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
・
猶
予
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
人
は
、

役
場
国
保
医
療
課
ま
た
は
奈
良
年
金
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

免
除
・
猶
予
を
申
請
す
る
際
、
印
鑑
と

年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
退
職
・
失
業
な
ど
に
よ
り
申
請
を

す
る
人
は
、
失
業
な
ど
を
確
認
で
き
る

雇
用
保
険
受
給
資
格
証
や
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
な
ど
の
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※�

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
や
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
際

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
は
納
付
す
る
か
、
納
付
が
困
難
な

場
合
は
免
除
・
猶
予
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
場
合
）
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
納
付
す
る
人
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
、
原

則
と
し
て
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）」
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希

望
す
る
人
は
、
指
定
の
口
座
か
ら
の
「
口

座
振
替
」
に
変
更
が
可
能
で
す
。

　

納
付
方
法
を
「
特
別
徴
収
」
か
ら
「
口

座
振
替
」
に
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
次

の
２
点
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�　
役
場
国
保
医
療
課
に
、
納
付
方
法
変

更
申
出
書
（
役
場
窓
口
備
付
け
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�　
金
融
機
関
窓
口
に
、
口
座
振
替
依
頼

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
依
頼
書
は
役
場
で
お
渡
し
し

ま
す
。
金
融
機
関
で
の
手
続
き
に
は
預

貯
金
通
帳
お
よ
び
通
帳
の
届
出
印
、
保

険
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

※�

す
で
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
そ
の
口
座
か
ら
の
振
替

を
希
望
す
る
と
き
は
、
口
座
振
替
依
頼

書
は
不
要
で
す
。

　

７
月
中
に
手
続
き
を
完
了
さ
れ
た
場
合

は
、
10
月
支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中

止
さ
れ
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り

ま
す
。

※�

引
き
続
き
「
特
別
徴
収
」
を
希
望
す
る

人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意

①�　
保
険
税（
料
）の
納
付
状
況
な
ど
か
ら

「
特
別
徴
収
」
に
戻
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②�　
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
税（
料
）の

総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

③�　
口
座
か
ら
の
お
支
払
い
に
変
更
し
た

場
合
、
確
定
申
告
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た

口
座
名
義
人
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

④�　
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
引
き
継
が

れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
国
保
医
療
課

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
２
～
１
１
６
）

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

● 

手
続
き 

●
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・

リ
フ
ォ
ー
ム
券
を
販
売
し
ま
す

　
　

斑
鳩
町
商
工
会

（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
）

　

地
元
消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
に
資
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
お
よ
び
プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム

券
を
販
売
し
ま
す
。

　

多
子
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
２

人
以
上
い
る
世
帯
）
の
人
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　
７
月
11
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩　

１
階

　

機
能
回
復
訓
練
・
軽
作
業
コ
ー
ナ
ー

※�

12
日
以
降
（
13
日
か
ら
は
平
日
の
み
）

は
、午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
お
い
て
、

商
工
会
で
販
売
し
ま
す
。

※
完
売
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率　
一
般　

20
％
、

　

多
子
世
帯　

25
％

販
売
冊
数

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　

・
一
般　
　

１
７
，
０
０
０
冊

　
　

・
多
子
世
帯　

２
，
０
０
０
冊

　

プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム
券

　
　

・
一
般　
　
　

８
０
０
枚

　
　

・
多
子
世
帯　

２
０
０
枚

販
売
金
額

　

�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・

リ
フ
ォ
ー
ム
券
（
１
冊（
枚
）あ
た
り
）

　
　

・
一
般　
　

１
０
，
０
０
０
円

　
　

・
多
子
世
帯　

９
，
６
０
０
円

※�

多
子
世
帯
を
証
明
す
る
際
、
保
険
証
や

学
生
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

購
入
限
度
冊
数

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券　

10
冊
／
世
帯

　

プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム
券　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
枚
／
世
帯

※�

詳
し
く
は
７
月
上
旬
に
各
戸
に
配
布
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ

は
役
場
観
光
産
業
課
、
斑
鳩
町
商
工
会

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
行
動
を
ふ
り
か
え
り

相
手
を
思
い
や
る
心
を
大
切
に

　
～ 

７
月
は
「
差
別
を
な
く
す

強
調
月
間
」
で
す 

～

　

差
別
を
な
く
す
に
は
、差
別
に
気
づ
き
、

差
別
の
現
実
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
、

自
分
の
周
囲
の
人
た
ち
の
人
権
は
守
ら
れ

て
い
る
の
か
、確
か
め
て
み
る
こ
と
で
す
。

　

日
常
の
人
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、

相
手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で
傷
つ
い
た

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
怒
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
立
場
や
気
持
ち
を
伝
え
る
と
同

時
に
、
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
に
気
づ
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
互
い
の
人
権
を
確
か

め
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

不
動
産
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

奈
良
県
不
動
産
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

　

☎
０
７
４
２
㊶
７
４
４
３

　

不
動
産
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
、
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場 

所　
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館

　
　
　

３
階
小
会
議
室
１

　
（
王
寺
町
王
寺
２
︲
１
︲
18
）

内 

容　

土
地
有
効
活
用
、
借
地
借
家
、

資
産
税
務
、
贈
与
と
相
続
、
売
買
な

ど
不
動
産
に
関
す
る
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

※�

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
協
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　福祉課（☎内線128）
　差別のない明るいまちづくりは、私たち
一人ひとりが人権の大切さや差別について
の理解を深めることからはじまります。ぜ
ひご参加ください。
日時　７月10日（金）午後１時30分～３時30分
場所　中央公民館
講演　「両側から壁を越えるために」
　～地域で学ぶ、地域で育つ人権教育～

講師　全国人権教育研究協議会
　　　　　　事務局　次長　古川正博　氏
※手話通訳、要約筆記あります。

差別をなくす町民集会

2015 市町村振興宝くじ・（公財）奈良県市町村振興協会

　この宝くじの収益金の一部は、県内市町村に交付され、
明るいまちづくりや環境政策、高齢化対策な
ど、地域住民の福祉向上のために使われます。
　　サマージャンボ：
　　　　１等・前後賞あわせて６億円
　　　　（発売総額690億円・23ユニットの場合）
　　サマージャンボミニ7000万：１等７千万円×110本
　　　　（発売総額330億円・11ユニットの場合）

サマージャンボ宝くじ・サマージャンボミニ7000万
発売期間　７月８日（水）～７月31日（金）

当
せ
ん
金

お買い求めは奈良県内で！

● 

お
知
ら
せ 

●

７
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
（
第
２
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

　
…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

７
月
31
日
㈮

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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☆手作りドライカレー☆
材
ざい
�料
りょう
４人

にん
分
ぶん
　合い挽き肉150ｇ、玉ねぎ小1個、にんじん中1/2個、

ピーマン1/2個、コーン大さじ3、塩こしょう少々、ケチャップ大
さじ2弱、ウスターソース小さじ1、カレー粉小さじ1/4、薄力粉
小さじ1/2、カレールウ30ｇ、水1/4カップ、炒め油小さじ1/2、
コンソメ小さじ1または固形コンソメ1/2個、脱脂粉乳小さじ1

作
つく
�り方

かた
　❶玉ねぎ、にんじん、ピーマンはみじん切りにする。❷鍋

に油を入れて熱し、ひき肉を炒め、にんじん・玉ねぎ・コーンの
順番に炒め、塩・こしょうをする。❸野菜がしんなりしてきたら、
水、調味料を加え、煮込む。❹ピーマンを加え、さっと火を通し
たら最後に脱脂粉乳を加え、味を整えて仕上げる。

栄
養
価　
１
人
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
３
８
㎉
・
塩
分
1.3
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
の
日
に
は
た
い
て
い
ナ

ン
が
つ
き
ま
す
。
自
分
の
顔
よ
り
大
き
な

ナ
ン
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
ド
ラ

イ
カ
レ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
が
大
好
き

で
、
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
は
野
菜
の
甘
み
が

た
っ
ぷ
り
出
て
い
て
、
コ
ー
ン
も
入
っ
て

い
る
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
も
食
べ

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
お
家
で
も
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

手
作
り
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

～
斑
鳩
町
の
各
事
業
に
お
け
る
経
費

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
～

　

斑
鳩
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
、
一
人
あ

た
り
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
な
ど
、
そ
の

経
費
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
、ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
こ
で
、
今
後
、
連
載
で
、
斑
鳩
町
の
各

事
業
・
施
策
の
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
斑
鳩
町
の
広
報
紙
「
広
報

斑
鳩
」
の
１
冊
（
１
世
帯
）
あ
た
り
の
経
費

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
冊
あ
た
り　
４
８
．
７
２
円（
税
抜
）

　

み
な
さ
ん
の
も
と
に
、
毎
月
お
届
け
し
て

い
る
広
報
紙
「
広
報
斑
鳩
」（
１
日
号
）
の

１
冊
（
１
世
帯
）
あ
た
り
の
単
価
は
、
前
月

号
（
６
月
号
・
28
Ｐ
）
で
、４
８
．
７
２
円
（
税

抜
）
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
１
Ｐ
あ
た
り
の
単
価
は
、
１
．

７
４
円
（
税
抜
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、

紙
代
、
印
刷
や
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン

企
画
提
案
な
ど
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

広
報
紙
作
成
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
、

町
の
各
課
な
ど
で
作
成
し
た
広
報
紙
の
原
稿

を
と
り
ま
と
め
・
編
集
の
う
え
、
業
者
へ
入

稿
し
、
業
者
に
お
い
て
、
広
報
紙
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
行
い
、
初
稿

の
広
報
紙
が
で
き
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
を
町

で
校
正
、
修
正
な
ど
を
行
い
、
業
者
と
何
度

か
や
り
と
り
し
、
最
終
原
稿
が
確
定
し
た
段

階
で
、
業
者
に
お
い
て
印
刷
を
行
い
、
納
品

さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
も
と
に
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
毎
月
15
日
発
行
の
「
広
報
斑
鳩
お

知
ら
せ
版
」
に
つ
い
て
は
、
１
冊
（
１
世
帯
）

あ
た
り
の
単
価
は
、
前
月
号
（
６
月
15
日
号
・

6
Ｐ
）
で
、
１
１
．
９
円
（
税
抜
）
で
す
。

　

ペ
ー
ジ
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１
冊
の
単

価
が
、
４
８
．
７
２
円
（
お
知
ら
せ
版
は

１
１
．
９
円
・
合
計
６
０
．
６
２
円
・
税
抜
）

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
町

と
し
ま
し
て
も
、
で
き
る
限
り
、
無
駄
の
な

い
よ
う
、
必
要
な
記
事
を
、
わ
か
り
や
す
く
、

簡
潔
に
掲
載
し
、
経
費
の
節
減
を
は
か
る
と

と
も
に
、
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
、

魅
力
あ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
て
、
創
意
工
夫

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
印
刷
業
者
に
つ
い
て
も
、
毎
年
、

競
争
入
札
に
よ
り
決
定
し
、
で
き
る
限
り
安

い
単
価
で
、
良
い
記
事
・
良
い
広
報
紙
を
作

成
し
、
み
な
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
広
報
斑
鳩
」
を
通
じ
て
、
み

な
さ
ん
に
斑
鳩
町
の
魅
力
、
話
題
、
情
報
な

ど
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
広
報
紙
の
経
費
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
斑
鳩
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や

諸
施
策
な
ど
に
か
か
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
や
行
動
の
一
助
に
、
ま
た
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

❹

連載 
み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

 
み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

経費

❶



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）₇月21日㈫ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

₇月17日㈮・22日㈬
30日㈭
₈月₅日㈬・10日㈪

10：00～16：30 各日
₃人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 7月22日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

7月31日㈮

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
26
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は２年に
１回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

子宮頸がん検診 12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

日
時　
７
月
30
日（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

内
容　

�

呼
吸
法
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
運

動
な
ど

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
30
人

持
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込　
７
月
７
日（
火
）か
ら

健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

40
歳
以
上
の
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に

は
、
町
か
ら
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
ご
加
入
の
保
険
者
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
40
歳

以
上
の
人
は
、
町
内
の
委
託
医
療
機
関

に
よ
る
受
診
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
受
診
券
発
行
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

・�

年
度
途
中
に
加
入
健
康
保
険
が
国
民

健
康
保
険
へ
変
わ
っ
た
人

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

平成27年６月に、対象となる節目の人に大腸がん・子宮頸がん・乳がん
検診無料クーポン券を郵送しています。
まだ受けられていない人は、早めに受けましょう！

家族そろってがん検診！
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事業名 実施日 受付時間 対　象　者 内　　容　　等

子 育 て 教 室 7月16日㈭ 9：45～
　10：00

1歳6か月～
3歳児

○テーマ「暑さを吹きとばそう」
内容： 手遊び、ペープサート、臨床心理士による

子育てアドバイス
申込：7月3日（金）～7月15日（水）　先着25組

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 7月22日㈬ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：7月21日（火）まで

双 子 ク ラ ブ 8月3日㈪ 10：00～
11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：7月31日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 8月6日㈭ 9：30～

　11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：7月7日（火）～8月5日（水）　先着80人

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 8月7日㈮ 12：45～

13：30
H25年12月～
　Ｈ26年1月生

〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

夏
休
み

　
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

お
友
だ
ち
と
楽

し
く
、
自
分
の
ご

は
ん
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　
７
月
29
日

　
　
　
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー　

調
理
実
習
室

対
象　
小
学
生

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
・

台
ふ
き
各
１
枚
、
筆
記
用
具
、

費
用　
５
０
０
円

申
込　
７
月
２
日（
木
）か
ら

第
23
回

奈
良
県
高
齢
者
い
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項

応
募
資
格

１
、
70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な
人
（
若

干
の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
な
ど
可
）

２
、�

第
20
回
、
第
21
回
、
第
22
回
の
最

優
秀
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

　

郵
便
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
し
、

〒
６
３
０
―

８
０
０
２
奈
良
市
二
条
町

二
丁
目
九
―
二
奈
良
県
歯
科
医
師
会
・

高
齢
者
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　

８
月
31
日（
月
）ま
で

審
査
お
よ
び
表
彰

日
時　
10
月
１
日（
木
）

　
　
　

正
午
～
午
後
４
時
半

場
所　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
―
二

　
　
　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※�

８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
、
最
優
秀
者
に
は
後
日
、
知

事
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

主 

催　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医

師
会

共
催　
奈
良
県

問
合
せ　
県
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉝
０
８
６
１
）

日本脳炎予防接種のお知らせ
　第２期の積極的勧奨を行っています。まだ、予防接種を受けておられない人は医療機関に予約して早
めに受けましょう。
　対象者：高校３年生相当（平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれ）の人
　　※�積極的勧奨の差し控えにより、平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの人で１期・２期（９

歳以上）の接種がまだの人は、２０歳未満まで接種可能です。



７月号
平成27年７月1日発行

（通巻598号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₃₄人
　　（前月比　＋₄）
　　男₁₃,₃₆₄人
　　女₁₄,₈₇₀人

　 　₁₁,₃₂₆世帯
　　（前月比　＋₇）
（平成27年５月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　暑さ本番の７月となりました。こ
の時期、注意が必要なのは、熱中症。
早めの対策と自己管理が大切です。
仕事や趣味などに「熱中」するのは
良いことですが、暑さで「熱中症」
にはならないように、みなさん、十
分注意しましょう。（詳しくは、６
月号お知らせ版６Ｐをご覧ください）
� み

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 202015.7  広報 

※
８
月
４
日（
火
）は
休
館
で
す
。

場
所　
町
立
図
書
館
児
童
フ
ロ
ア

　

絵
本
が
大
好
き
な
人
ど
う
し
、

一
緒
に
絵
本
を
読
み
あ
い
ま
せ
ん

か
。

　

楽
し
く
て
、

元
気
の
出
る
絵

本
を
ず
ら
り
と

並
べ
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 
町
立
図
書
館

夏
休
み
の
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
１
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
斑
鳩
お
は
な
し
の
会

対
象　
５
歳
～
小
学
生

＊�

楽
し
い
お
は
な
し
（
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
）
が
い
っ
ぱ
い
！

内
容　
「
す
ず

め
の
お
や
ど
」

　
「
王
子
さ
ま

の
耳
は
ロ
バ
の

耳
」
ほ
か

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
７
月
８
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
７
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
か
ら

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人　

（
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
さ
ん
を

優
先
と
し
ま
す
。）

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
７
月
14
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

︱ 

図
書
展
示 

︱

　
７
月
の
展
示
テ
ー
マ
は

　
「
川
は
み
ん
な
の
宝
物
」

　
「
読
書
感
想
文
課
題
図
書
」

　

で
す
。

１
日
図
書
館
員
募
集

　

夏
休
み
、
職
員
と
一
緒
に
カ
ウ

ン
タ
ー
の
仕
事
や
本
の
整
理
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

�
町
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生

日
程　

�

８
月
３
日（
月
）・

　
　
　

５
日（
水
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

場
所　
町
立
図
書
館

内
容　

�

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
業

務
や
返
本
な
ど

定
員　

�

１
日
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込　

�

申
込
用
紙
に
お
す
す
め
の

本
の
題
名
を
そ
え
て
６
月

27
日（
土
）～
７
月
10
日（
金
）

に
町
立
図
書
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
図
書
館
な
ど
で
配
布

の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

日
程　

�

８
月
３
日（
月
）～

　
　
　
　
　

９
日（
日
）

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�平成27年10月から、みなさん
一人ひとりに「マイ○○○○

（社会保障・税番号）」が通知されます。
　　　さて何でしょう？
　　　　〈７月13日㈪必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636‒0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　６月号のクイズの答　地域力　（応募総数17）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


